
一

は
じ
め
に

徳
川
の
世
か
ら
明
治
の
新
時
代
と
な
り
、
急
速
に
欧
米
・
列
強

に
伍
す
る
た
め
、
近
代
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
国
土
が
政
府
の

描
く
国
家
像
に
合
わ
せ
る
た
め
に
次
々
と
改
変
さ
れ
て
い
く
。
特

に
強
力
に
近
代
化
が
進
め
ら
れ
た
東
京
の
地
で
は
、
道
路
の
拡

張
、
鉄
道
の
敷
設
、
工
場
の
建
設
な
ど
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
以

来
形
作
ら
れ
て
き
た
景
観
が
至
る
所
で
消
え
て
い
き
つ
つ
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
歴
史
的
に
作
ら
れ
た
景
観
を

守
り
、
保
存
し
て
い
こ
う
と
す
る
運
動
が
お
こ
る
。
史
跡
・
名

勝
・
天
然
記
念
物
と
い
っ
た
大
地
と
不
可
分
な
歴
史
的
文
化
遺
産

を
保
存
す
る
た
め
に
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）「
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
に
結
実
す
る
運
動
と
、
ほ

ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
文
壇
で
は
三
〇
代
の
永
井
荷
風
（
一
八
七

九
〜
一
九
五
九
年
）
が
活
躍
す
る
。
荷
風
は
東
京
の
市
井
の
人
々

の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
た
小
説
を
書
き
続
け
た
。
荷
風
は
自
身
の

周
囲
に
あ
っ
た
江
戸
時
代
以
来
形
作
ら
れ
て
き
た
風
景
が
破
壊
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
嘆
き
を
そ
こ
か
し
こ
で
書
き
続
け
た
。

一
方
、
荷
風
の
社
会
に
お
け
る
立
居
振
舞
い
に
つ
い
て
は
「
荷

風
は
本
来
思
想
の
人
で
は
な
く
、
ま
た
政
治
方
面
に
活
躍
し
得
る

（
�
）

人
で
も
な
か
っ
た
」、「
山
の
手
育
ち
で
終
始
傍
観
者
の
立
場
を
崩

（
�
）

さ
な
か
っ
た
荷
風
」、「
群
集
の
な
か
に
あ
っ
て
荷
風
は
徹
底
し
て

（
�
）

孤
独
で
あ
る
。
周
囲
と
決
し
て
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
」、「
大
逆
事

件
（
一
九
一
〇
年
）
以
降
、
積
極
的
に
反
政
府
活
動
は
し
な
い
に

せ
よ
、
戯
作
者
と
し
て
国
家
と
な
る
た
け
関
わ
ら
な
い
で
過
ご
そ

史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
保
存
運
動
と
永
井
荷
風

伊

藤

純
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（
�
）

う
と
し
た
生
き
方
」、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
荷
風
を
評
す
る
論

者
の
多
く
は
、
彼
は
社
会
の
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
発
言
せ

ず
、
政
治
や
制
度
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
言

う
。失

わ
れ
て
い
く
江
戸
を
歎
く
荷
風
。
荷
風
は
自
身
の
近
辺
で
進

め
ら
れ
て
い
た
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
を
保
存
し
て
い
こ
う

と
す
る
運
動
と
は
一
切
関
わ
る
こ
と
な
く
、
運
動
を
知
ら
ず
、
あ

る
い
は
全
く
無
視
し
た
心
持
で
、
自
身
の
文
章
の
中
で
の
み
消
え

ゆ
く
江
戸
の
姿
を
書
き
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
文
で
は
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
の
保
存
運
動
と
荷
風

の
立
ち
位
置
、
運
動
に
対
す
る
荷
風
の
見
方
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
如
何
様
で
あ
っ
た
の
か
。「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」

が
制
定
さ
れ
た
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
ま
で
に
荷
風
が
書
き
記

し
た
文
章
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

二
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
制
定
ま
で
の
運
動

当
時
の
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
運

動
の
流
れ
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
六
月

荷
風
満
一
八
歳

「
古
社
寺
保
存
法
」
制
定
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
文
化
財
保

護
に
関
す
る
法
律
。

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
五
月

荷
風
満
二
一
歳

「
帝
国
古
蹟
取
調
会
」
発
足
。
政
府
が
な
し
得
な
い
こ
と
を
民

間
組
織
で
行
お
う
と
す
る
。

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
一
二
月

『
帝
国
古
蹟
取
調
会
会
報
』
発
刊
。

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
三
月

荷
風
満
二
二
歳

「
帝
国
古
蹟
調
取
調
会
」
会
員
の
早
川
龍
介
ら
が
第
一
五
回
衆

議
院
に
「
帝
国
古
蹟
調
取
調
会
国
庫
補
助
に
関
す
る
建
議
案
」

を
提
出
し
、
採
択
さ
れ
る
。

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
二
月

荷
風
満
二
五
歳

「
帝
国
古
蹟
調
取
調
会
」
は
日
露
開
戦
に
よ
り
活
動
を
停
止
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
五
月

荷
風
満
三
〇
歳

地
方
官
会
議
で
「
史
蹟
勝
地
の
調
査
保
存
に
関
す
る
件
」
が
協

議
さ
れ
る
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
一
二
月

荷
風
満
三
一
歳

南
葵
文
庫
に
て
「
史
蹟
史
樹
保
存
茶
話
会
」
開
催
。
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一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
三
月

荷
風
満
三
二
歳

徳
川
頼
倫
ら
が
発
議
人
と
な
り
、
第
二
七
回
帝
国
議
会
貴
族
院

（
マ
マ
）

に
「
史
蹟
及
天
然
記
念
物
保
存
に
関
す
る
建
議
案
」
が
提
出
さ

れ
た
。

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
四
月
二
五
日

（
マ
マ
）

「
史
蹟
史
樹
保
存
茶
話
会
」
の
名
称
を
「
史
蹟
及
天
然
記
念
物

保
存
研
究
茶
話
会
」
に
改
め
る
。

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
六
月
一
三
日

華
族
会
館
に
て
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
」
設
立
の

た
め
の
会
議
が
開
か
れ
る
。

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
一
二
月
一
〇
日

南
葵
文
庫
に
て
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
」
発
会

式
。

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
九
月

荷
風
満
三
五
歳

会
報
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
発
刊
。

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
三
月
八
日

荷
風
満
四
〇
歳

徳
川
頼
倫
ら
が
発
議
人
と
な
り
、
貴
族
院
に
「
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
存
法
案
」
が
提
出
さ
れ
る
。

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
三
月
二
一
日

「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
案
」
が
可
決
さ
れ
る
。

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
六
月
一
日

「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
に
制
定
さ
れ
た
「
古
社
寺
保
存

法
」
で
は
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
を
保
存
す
る
条
文
も
あ
っ

た
が
、
充
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
年
以
上
の

歳
月
を
費
や
し
、
大
地
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
歴
史
遺
産
を
保

存
・
保
護
す
る
た
め
の
法
律
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」

が
一
九
一
九
年
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
を
保
存
す
る
た
め
の

法
律
と
な
っ
た
が
、
天
然
記
念
物
が
保
存
の
対
象
と
し
て
運
動
に

組
み
込
ま
れ
る
の
は
、
一
九
一
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
「
史
蹟
史
樹

保
存
茶
話
会
」
以
降
の
よ
う
で
あ
る
。

三

消
え
ゆ
く
江
戸
を
あ
る
く
荷
風

荷
風
は
消
え
ゆ
く
江
戸
風
景
を
歎
き
悲
し
み
、
そ
の
思
い
を
多

く
の
文
章
の
中
に
残
し
て
い
る
。
彼
の
思
い
の
全
て
例
示
す
る
こ

と
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
不
可
能
な
の
で
、
特
に
強
い
思
い
が
出
て
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い
る
と
私
が
思
う
部
分
を
あ
げ
て
み
た
い
。
以
下
に
示
す
頁
は
、

旧
版
『
荷
風
全
集
』（
岩
波
書
店

一
九
六
三
〜
六
五
年
、
一
九

七
四
年
）
で
の
該
当
頁
で
あ
る
。

一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）「
深
川
の
唄
」
満
二
九
歳

数
年
前
ま
で
、
自
分
が
日
本
を
去
る
ま
で
、
水
の
深
川
は
久
し

い
間
、
あ
ら
ゆ
る
自
分
の
趣
味
、
恍
惚
、
悲
し
み
、
悦
び
の
感

激
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
た
処
で
あ
っ
た
。
電
車
は
ま
だ
布
設
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
既
に
其
の
頃
か
ら
、
東
京
市
街
の
美
観
は

散
々
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
中
で
、
河
を
越
し
た
彼
の
場
末
の
一

な
が
め

う
ち

劃
ば
か
り
が
わ
づ
か
に
淋
し
く
悲
し
い
裏
町
の
眺
望
の
中
に
、

衰
残
と
零
落
と
の
云
尽
し
得
ぬ
純
粋
一
致
調
和
の
美
を
味
は
し

て
呉
れ
た
の
で
あ
る
。（
四
巻
一
三
三
頁
）

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）「
伝
通
院
」
満
三
一
歳

安
藤
坂
は
平
か
に
地
な
ら
し
さ
れ
た
。
富
坂
の
火
避
地
に
は
借

家
が
建
て
ら
れ
て
当
時
の
名
残
の
樹
木
二
三
本
を
残
す
に
過
ぎ

な
い
。
水
戸
藩
邸
の
最
後
の
面
影
を
止
め
た
砲
兵
工
廠
の
大
き

な
赤
い
裏
門
は
何
処
へ
や
ら
取
除
け
ら
れ
、
古
び
た
練
塀
は
赤

煉
瓦
に
改
築
さ
れ
て
、
お
家
騒
動
の
絵
本
に
見
る
通
り
で
あ
っ

た
あ
の
水
門
は
も
う
影
も
形
も
な
い
。（
五
巻
二
七
七
頁
）

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）「
霊
廟
」
満
三
一
歳

過
去
を
重
ん
ぜ
よ
。
過
去
は
常
に
未
来
を
生
む
神
秘
の
泉
で
あ

る
。
迷
へ
る
現
在
の
道
を
照
す
灯
火
で
あ
る
。
吾
等
を
し
て
、

ま
づ
こ
の
神
聖
な
る
過
去
の
霊
場
よ
り
、
不
体
裁
な
る
種
々
の

記
念
碑
、
醜
悪
な
る
銅
像
等
凡
て
新
し
き
時
代
が
建
設
し
た
る

劣
等
に
し
て
不
真
面
目
な
る
美
術
を
駆
逐
し
、
そ
し
て
吾
等
を

し
て
永
久
に
祖
先
の
残
し
た
偉
大
な
る
芸
術
に
の
み
恍
惚
た
ら

し
め
よ
。
自
分
は
断
言
す
る
。
吾
等
の
将
来
は
吾
等
の
過
去
を

い
づ
こ

み
ち

除
い
て
何
処
に
頼
る
べ
き
途
が
あ
ろ
う
。（
一
三
巻
四
〇
頁
）

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）『
す
み
だ
川
』
満
三
二
歳

（
お
豊
さ
ん
の
言
葉
）「
駒
込
の
お
寺
が
市
区
改
正
で
取
払
ひ
に

と
ツ

な
る
ん
だ
と
さ
。
そ
れ
で
ね
、
死
ん
だ
お
父
っ
ア
ん
の
お
墓
を

谷
中
か
染
井
か
何
処
か
へ
移
さ
な
く
っ
ち
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
っ

て
ね
、
四
五
日
前
に
お
寺
か
ら
お
使
が
来
た
か
ら
、
ど
う
し
た

も
の
か
と
、
其
の
相
談
に
行
か
う
と
思
っ
て
た
の
さ
。」（
五
巻
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八
頁
）

瓦
屋
根
の
高
く
聳
え
て
居
る
の
は
古
寺
で
あ
っ
た
。
古
寺
は
大

概
荒
れ
果
て
て
、
破
れ
た
塀
か
ら
裏
手
の
乱
塔
場
（
墓
場
・
墓

地
│
伊
藤
）
が
す
っ
か
り
見
え
る
。
束
に
な
っ
て
倒
れ
た
卒
塔

し

み

婆
と
共
に
青
苔
の
斑
點
に
蔽
は
れ
た
墓
石
は
、
岸
と
云
ふ
限
界

い
く
つ

さ
へ
崩
れ
て
し
ま
っ
た
水
溜
り
の
や
う
な
古
池
の
中
へ
、
幾
個

と
な
く
の
め
り
込
ん
で
居
る
。（
五
巻
五
五
頁
）

第
五
版
『
す
み
だ
川
』
之
序

一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
満
三

六
歳既

に
全
く
廃
滅
に
帰
せ
ん
と
し
て
い
る
昔
の
名
所
の
名
残
ほ
ど

自
分
の
情
緒
に
対
し
て
一
致
調
和
を
示
す
も
の
は
な
い
。
自
分

は
わ
が
目
に
映
じ
た
る
荒
廃
の
風
景
と
わ
が
心
を
傷
む
る
感
激

の
情
と
を
把
っ
て
こ
こ
に
何
物
か
を
創
作
せ
ん
と
企
て
た
。
こ

れ
が
小
説
す
み
だ
川
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
隅
田
川
の
風
景

よ
み
が
え

に
よ
っ
て
偶
然
に
も
わ
が
記
憶
の
中
に
蘇
り
来
っ
た
遠
い
過
去

の
人
物
の
正
に
消
え
失
せ
ん
と
す
る
其
面
影
を
捉
へ
た
に
過
ぎ

な
い
。（
五
巻
六
一
〜
六
二
頁
）

一
九
一
三
〜
一
四
年
（
大
正
二
〜
三
）「
大
窪
だ
よ
り
」
満
三

四
・
三
五
歳

八
月
七
日

此
後
幾
年
に
し
て
此
の
都
も
亦
漸
次
に
破
壊
せ
ら

る
る
は
知
れ
た
事
な
れ
ど
何
卒
半
時
た
り
と
も
長
く
其
の
余
命

た

を
保
た
せ
度
き
も
の
と
心
の
底
よ
り
祈
願
致
候
。（
一
三
巻
二

二
三
頁
）

九
月
一
六
日

今
日
は
電
車
道
取
広
げ
の
為
め
孔
子
の
尻
は
そ

ぎ
取
ら
れ
た
る
次
第
に
御
座
候
。（
一
三
巻
二
四
〇
頁
）

一
月
四
日

三
島
神
社
の
ほ
と
り
も
追
々
に
新
し
き
家
た
ち
竹

の
垣
根
も
板
塀
と
な
り
て
大
分
閑
雅
の
趣
を
失
ひ
申
候
。（
一

三
巻
二
六
四
頁
）

五
月
一
日

高
台
よ
り
街
を
望
め
ば
煤
烟
年
毎
に
増
え
青
葉
の

こ
と
さ
ら

繁
り
は
次
第
に
少
く
相
成
り
候
事
こ
の
両
三
年
殊
更
目
に
立
ち

申
候
。（
一
三
巻
二
八
一
頁
）

一
九
一
五
年
（
大
正
四
）『
日
和
下
駄
』
満
三
六
歳

序

茲
に
か
く
起
稿
の
年
月
を
明
に
し
た
る
は
此
書
板
成
り
て

世
に
出
づ
る
頃
に
は
、
篇
中
記
す
る
所
の
市
内
の
勝
景
に
し

て
、
既
に
破
壊
せ
ら
れ
て
跡
方
も
な
き
と
こ
ろ
尠
か
ら
ざ
ら
ん

― ５ ―



事
を
思
へ
ば
な
り
。（
一
三
巻
二
九
五
頁
）

第
一

日
和
下
駄

今
日
東
京
市
中
の
散
歩
は
私
の
身
に
取
っ
て
は
生
れ
て
か
ら
今

た
ど

日
に
至
る
過
去
の
生
涯
に
対
す
る
追
憶
の
道
を
辿
る
に
外
な
ら

な
い
。
之
に
加
ふ
る
に
日
々
昔
な
が
ら
の
名
所
古
蹟
を
破
却
し

て
行
く
時
勢
の
変
遷
は
市
中
の
散
歩
に
無
常
悲
哀
の
寂
し
い
詩

趣
を
帯
び
さ
せ
る
。
お
よ
そ
近
世
の
文
学
に
現
れ
た
荒
廃
の
詩

エ
ヂ
プ
ト
イ
タ
リ
ー

情
を
味
は
う
と
し
た
ら
埃
及
伊
太
利
に
赴
か
ず
と
も
現
在
の
東

京
を
歩
む
ほ
ど
無
残
に
も
痛
ま
し
い
思
を
さ
せ
る
処
は
あ
る
ま

い
。
今
日
看
て
過
ぎ
た
寺
の
門
、
昨
日
休
ん
だ
路
傍
の
大
樹
も

此
次
再
び
来
る
時
に
は
必
貸
家
か
製
造
場
に
な
っ
て
居
る
に
違

ゆ
か
り

ひ
な
い
と
思
へ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
由
縁
の
な
い
建
築
も
又
は
そ
れ

ほ
ど
年
経
ぬ
樹
木
と
て
も
何
と
は
な
く
奥
床
し
く
又
悲
し
く
打

仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。（
一
三
巻
二
九
九
頁
）

私
の
て
く
て
く
歩
き
は
東
京
と
い
ふ
新
し
い
都
会
の
壮
観
を
称

美
し
て
其
の
審
美
的
価
値
を
論
じ
や
う
と
い
ふ
の
で
も
な
く
、

さ
れ
ば
と
て
熱
心
に
江
戸
な
る
旧
都
の
古
蹟
を
探
り
此
れ
が
保

い
か
ん

存
を
主
張
し
や
う
と
い
ふ
訳
で
も
な
い
。
如
何
と
な
れ
ば
現
代

そ
も
そ
も

人
の
古
美
術
保
存
と
い
ふ
奴
が
抑
も
古
美
術
の
風
趣
を
害
す
る

原
因
で
、
古
社
寺
の
周
囲
に
鉄
の
鎖
を
張
り
ペ
ン
キ
塗
の
立
札

に
例
の
何
々
何
ス
可
ラ
ズ
を
や
る
位
な
ら
ま
だ
し
も
結
構
。
古

社
寺
保
存
を
名
と
す
る
修
繕
の
請
負
工
事
な
ど
と
来
て
は
、
是

れ
全
く
破
戒
の
暴
挙
に
類
す
る
事
は
改
め
て
こ
こ
に
実
例
を
挙

げ
る
ま
で
も
な
い
。（
一
三
巻
三
〇
三
頁
）

私
の
散
歩
に
若
し
幾
分
で
も
目
的
ら
し
い
事
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
何
と
い
ふ
事
な
く
蝙
蝠
傘
に
日
和
下
駄
を
曳
摺
っ

う
ち

て
行
く
中
、
電
車
通
の
裏
手
な
ぞ
に
た
ま
た
ま
残
っ
て
い
る
市

区
改
正
以
前
の
旧
道
に
出
た
り
、
或
は
寺
の
多
い
山
の
手
の
横

ど
ぶ

町
の
木
立
を
仰
ぎ
、
溝
や
堀
割
の
上
に
か
け
て
あ
る
名
も
知
れ

ぬ
小
橋
を
見
る
時
な
ぞ
、
何
と
な
く
其
の
さ
び
れ
果
て
た
周
囲

し
ば
し

の
光
景
が
私
の
感
情
に
調
和
し
て
少
時
我
に
も
あ
ら
ず
立
去
り

が
た
い
や
う
な
心
持
を
さ
せ
る
。
さ
う
い
ふ
無
用
な
感
慨
に
打

た
れ
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
か
ら
で
あ
る
。（
一
三
巻
三
〇
四

頁
）

第
三

樹

も
し
今
日
の
東
京
に
果
し
て
都
会
美
な
る
も
の
が
有
り
得
る
と

ま

す
れ
ば
、
私
は
其
の
第
一
の
要
素
を
ば
樹
木
と
水
流
に
俟
つ
も

の
と
断
言
す
る
。
山
の
手
を
蔽
ふ
老
樹
と
、
下
町
を
流
れ
る
河

― ６ ―



と
は
東
京
市
の
有
す
る
最
も
尊
い
宝
で
あ
る
。（
一
三
巻
三
一

〇
頁
）

（
青
山
龍
巌
）
寺
は
青
山
練
兵
場
を
横
切
っ
て
兵
営
の
裏
手
な

る
千
駄
ヶ
谷
の
一
隅
に
残
っ
て
い
た
が
、
堂
宇
は
見
る
か
げ
も

な
く
改
築
せ
ら
れ
、
境
内
狭
し
と
建
て
ら
れ
た
貸
家
に
、
松
は

あ
き
ち

愚
か
庭
ら
し
い
閑
地
さ
へ
見
当
ら
な
か
っ
た
。
…
（
中
略
）
…

（
仙
寿
院
の
）
庭
は
跡
方
も
な
く
伐
開
か
れ
本
堂
の
横
手
の
墓

地
も
申
訳
ら
し
く
僅
な
地
坪
を
残
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
。（
一

三
巻
三
一
二
頁
）

東
都
柳
原
の
土
手
に
は
神
田
川
の
流
に
臨
ん
で
、
筋
違
の
見
附

か
ら
浅
草
見
附
に
至
る
ま
で

々
と
し
て
柳
が
生
茂
っ
て
い
た

が
、
東
京
に
改
め
ら
れ
る
と
間
も
な
く
堤
は
取
崩
さ
れ
て
今
見

る
如
き
赤
煉
瓦
の
長
屋
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
。（
一
三
巻
三
一

三
頁
）

第
四

地
図

吾
々
は
市
ヶ
谷
外
濠
の
埋
立
工
事
を
見
て
、
い
か
に
す
る
と
も

将
来
の
新
美
観
を
予
測
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
限
り
、
愛
惜
の

お
の
ず
か

情
は
自
ら
人
を
し
て
こ
の
堀
に
藕
花
の
馥
郁
と
し
た
昔
を
思
は

し
め
る
。（
一
三
巻
三
一
八
頁
）

市
中
を
散
歩
し
つ
つ
此
の
年
代
の
東
京
絵
図
を
開
き
見
れ
ば
諸

お
も
だ

処
の
重
立
っ
た
大
名
屋
敷
は
大
抵
海
陸
軍
の
御
用
地
と
な
っ
て

い
る
。
…
（
中
略
）
…
鉄
砲
洲
な
る
白
川
楽
翁
公
が
御
下
屋
敷

の
浴
恩
園
は
小
石
川
の
後
楽
園
と
並
ん
で
江
戸
名
苑
の
一
に
数

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
海
軍
省
の
軍
人
が
が
や
が
や

寄
集
っ
て
酒
を
呑
む
倶
楽
部
の
や
う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。（
一
三
巻
三
二
〇
頁
）

第
五

寺

電
線
を
引
く
に
不
便
な
り
と
て
遠
慮
会
釈
も
な
く
路
傍
の
木
を

伐
り
、
又
は
昔
か
ら
な
る
名
所
の
眺
望
や
由
緒
の
あ
る
老
樹
に

も
構
は
ず
無
暗
矢
鱈
に
赤
煉
瓦
の
高
い
家
を
建
て
る
現
代
の
状

態
は
、
実
に
根
底
よ
り
自
国
の
特
色
と
伝
来
の
文
明
と
を
破
却

し
た
暴
挙
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
一
三
巻
三
二
六
頁
）

第
六

水

附
渡
船

陸
路
運
輸
の
便
を
欠
い
て
い
た
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
天
然

の
河
流
た
る
隅
田
川
と
此
れ
に
通
ず
る
幾
筋
の
運
河
と
は
、
云

ふ
ま
で
も
な
く
江
戸
商
業
の
生
命
で
あ
っ
た
が
、
其
れ
と
共
に

都
会
の
住
民
に
対
し
て
は
春
秋
四
季
の
娯
楽
を
与
へ
、
時
に
不

朽
の
価
値
あ
る
詩
歌
絵
画
を
つ
く
ら
し
め
た
。
然
る
に
東
京
の

― ７ ―



今
日
市
内
の
水
流
は
単
に
運
輸
の
為
め
の
み
と
な
り
、
全
く
伝

来
の
審
美
的
価
値
を
失
ふ
に
至
っ
た
。（
一
三
巻
三
三
一
頁
）

第
八

閑
地

維
新
の
当
時
よ
り
下
っ
て
憲
法
発
布
に
至
ら
ん
と
す
る
明
治
二

十
年
頃
ま
で
の
時
代
は
、
今
日
の
吾
人
よ
り
し
て
之
を
回
顧
す

れ
ば
東
京
の
市
街
と
其
風
景
の
変
化
、
風
俗
人
情
流
行
の
推
移

は
な
は

等
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
渉
っ
て
甚
だ
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
さ

れ
ば
滑
稽
な
る
わ
が
日
和
下
駄
の
散
歩
は
江
戸
の
遺
跡
と
合
せ

し
ば
し
ば

て
屡
こ
の
明
治
初
年
の
東
京
を
尋
ね
る
事
に
勉
め
て
い
る
。
然

し
小
林
翁
の
版
物
に
描
か
れ
た
新
し
い
当
時
の
東
京
も
、
僅
か

た

う
ち

二
三
十
年
と
は
経
た
ぬ
中
、
更
に
更
に
新
し
い
第
二
の
東
京
な

る
も
の
の
発
達
す
る
に
従
っ
て
、
漸
次
跡
方
も
な
く
消
滅
し
て

行
き
つ
つ
あ
る
。（
一
三
巻
三
五
三
〜
五
四
頁
）

第
九

崖

小
石
川
春
日
町
か
ら
柳
町
指
ヶ
谷
町
へ
か
け
て
の
低
地
か
ら
、

本
郷
の
高
台
を
見
る
処
々
に
は
、
電
車
の
開
通
し
な
い
以
前
、

即
ち
東
京
市
の
地
勢
と
風
景
と
が
ま
だ
今
日
ほ
ど
に
破
壊
さ
れ

な
い
頃
に
は
、
樹
や
草
の
生
茂
っ
た
崖
が
現
れ
て
い
た
。
根
津

の
低
地
か
ら
弥
生
ヶ
岡
と
千
駄
木
の
高
地
を
仰
げ
ば
こ
こ
も
亦

絶
壁
で
あ
る
。
絶
壁
の
頂
に
添
う
て
、
根
津
権
現
の
方
か
ら
団

子
坂
の
上
へ
と
通
ず
る
一
條
の
路
が
あ
る
。
私
は
東
京
中
の
往

う
ち

来
の
中
で
、
こ
の
道
ほ
ど
興
味
あ
る
処
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。（
一
三
巻
三
六
六
頁
）

第
十

坂

日
和
下
駄
の
歩
み
も
危
く
コ
ツ
コ
ツ
と
角
の
摩
滅
し
た
石
段
を

踏
む
毎
に
、
ど
う
か
東
京
市
の
土
木
工
事
が
通
行
の
便
利
な
普

ひ
そ
か

通
の
坂
に
地
な
ら
し
し
て
し
ま
は
な
い
や
う
に
と
私
は
心
密
に

念
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
一
三
巻
三
八
二
頁
）

一
九
一
六
年
（
大
正
五
）「
矢
は
ず
ぐ
さ
」
満
三
七
歳

あ
き
ち

わ
れ
は
東
京
市
中
の
閑
地
追
々
土
木
工
事
の
た
め
に
伐
り
開
か

る
べ
き
こ
と
を
憂
ひ
て
止
ま
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
や
が
て
は
矢

筈
草
生
ず
る
土
手
も
な
く
な
る
べ
し
と
思
ひ
、
そ
の
一
束
を
わ

が
家
の
庭
に
移
し
植
え
ぬ
。（
一
四
巻
二
五
五
頁
）

荷
風
の
気
持
ち
を
抜
き
出
せ
ば
き
り
が
な
い
。
こ
こ
に
示
し
た

の
は
荷
風
の
思
い
の
極
僅
か
な
部
分
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ

け
を
見
て
も
、
消
え
ゆ
く
江
戸
風
景
を
歎
き
、
新
造
さ
れ
て
い
く

― ８ ―



東
京
に
対
し
抵
抗
し
て
い
る
荷
風
の
姿
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

四

荷
風
と
史
迹
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
の
保
存
運
動

荷
風
は
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
的
課
題
、
社
会
制
度
な

ど
の
改
善
運
動
、
社
会
活
動
な
ど
に
は
組
せ
ず
、
弧
高
を
保
ち
、

傍
観
者
的
立
場
を
貫
い
た
人
物
と
評
さ
れ
て
き
た
。

消
え
ゆ
く
江
戸
風
景
を
悲
し
み
な
が
ら
東
京
を
歩
き
、
文
字
に

残
し
た
荷
風
は
、
街
歩
き
と
同
時
進
行
し
て
い
た
史
跡
・
名
称
・

天
然
記
念
物
を
保
存
し
て
行
こ
う
と
す
る
運
動
に
対
し
て
、
全
く

の
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
彼
の
言
を
確
認
し
て
み
た
い
。

「
大
窪
だ
よ
り
」
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
五
月
二
二
日
の
記
述

で
は
（
荷
風
満
三
五
歳
）

時
事
新
報
文
芸
欄
に
「
危
い
東
京
の
濠
」
と
題
す
る
有
島
生
馬

氏
の
論
文
出
で
居
候
。
久
し
く
市
ヶ
谷
辺
に
は
参
り
し
事
無
之

候
得
共
同
氏
の
論
文
を
見
れ
ば
四
谷
市
ヶ
谷
辺
の
外
濠
は
い
よ

い
よ
埋
め
尽
さ
る
る
形
勢
に
迫
り
居
り
候
由
。
都
会
の
美
観
を

い

か

保
存
せ
ん
と
欲
す
る
同
氏
の
感
慨
如
何
に
も
然
る
べ
き
事
と
存

す
で

じ
申
候
。
東
京
市
の
悪
政
に
は
小
生
も
既
に
業
に
義
憤
の
極
み

う

を
尽
し
て
今
は
早
や
口
に
す
る
勇
気
も
失
せ
申
候
。
わ
が
東
京

つ
と

の
風
景
並
に
老
樹
に
対
す
る
保
護
の
計
画
は
夙
に
農
科
大
学
の

学
者
を
始
め
有
志
の
人
に
よ
り
て
組
織
致
さ
れ
居
候
や
う
聞
及

び
居
候
得
共
従
来
の
形
勢
に
徴
し
て
一
向
其
筋
の
御
採
用
に
は

相
成
申
さ
ぬ
や
う
相
見
え
申
候
。
実
に
日
本
ほ
ど
学
者
の
意
見

の
軽
視
せ
ら
る
る
処
な
無
か
る
べ
く
候
。
…
（
中
略
）
…
一
国

の
風
景
は
役
人
共
の
手
に
破
壊
せ
ら
れ
一
国
の
美
術
は
外
夷
の

あ
が
な
い

な
さ
け

為
め
に
購
尽
さ
れ
候
て
は
、
余
り
に
情
な
く
痛
嘆
の
至
り
に
御

座
候
。（
一
三
巻
二
八
六
〜
八
七
頁
）

荷
風
が
引
く
有
島
生
馬
（
一
八
八
二
〜
一
九
七
四
）
の
「
時
事

新
報
」
で
の
一
九
一
四
年
五
月
一
六
日
の
発
言
を
見
た
い
。

「
東
京
の
濠
」

東
京
│
殊
に
新
し
く
形
造
ら
れ
つ
つ
あ
る
東
京
市
を
下
品
な
、

俗
悪
、
無
定
見
、
無
理
想
な
都
会
で
あ
る
と
判
断
せ
ね
ば
い
ら

れ
な
く
な
っ
た
今
日
の
私
で
も
、
濠
だ
け
は
何
時
も
感
心
し
て

眺
め
る
。
当
局
の
行
ふ
市
区
改
正
の
結
果
や
、
安
価
な
煉
瓦
ペ

― ９ ―



ン
キ
塗
り
漆
喰
細
工
の
家
屋
、（
是
等
を
西
洋
の
建
築
で
あ
る

と
云
っ
て
る
）
米
国
流
の
広
告
法
等
で
辱
し
め
ら
れ
破
壊
さ
れ

つ
つ
あ
る
東
京
市
の
真
中
に
、
濠
が
常
に
漣
を
湛
え
て
る
の
を

見
る
事
は
自
分
に
ど
ん
な
大
き
な
歓
喜
で
あ
ら
う
。
…
（
中

略
）
…
私
の
今
云
ひ
た
い
の
は
、
此
堅
牢
で
多
少
と
も
永
久
的

な
性
質
を
備
へ
た
高
い
石
垣
や
、
美
事
な
傾
斜
と
単
純
な
然
し

偉
大
な
線
形
を
表
は
し
て
い
る
土
堤
や
、
其
上
に
雄
姿
を
見
せ

て
い
る
老
松
や
、
四
季
朝
暮
刻
々
色
彩
を
変
へ
て
行
く
細
長
い

水
や
、
是
等
宮
城
を
中
心
と
し
て
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
二
重
の

濠
が
、
市
民
か
ら
何
等
の
抗
議
を
申
込
む
閑
も
な
く
、
没
趣
味

無
定
見
な
市
区
改
正
当
局
者
の
手
に
よ
っ
て
、
無
用
意
に
勝
手

に
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
事
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
事
に
あ

た
る
人
々
は
東
京
市
の
特
殊
性
を
究
め
、
ど
こ
ま
で
も
こ
れ
を

助
長
す
る
よ
う
心
掛
け
ね
ば
な
ら
筈
だ
。
然
る
に
事
毎
に
そ
れ

と
背
馳
し
た
施
設
を
し
て
、
東
京
市
を
何
等
特
色
も
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
な
い
似
非
欧
洲
風
の
然
も
そ
の
二
流
三
流
の
都
会
に
も

及
ば
な
い
中
途
半
端
な
も
の
に
し
て
終
は
う
と
し
て
い
る
。
市

民
的
自
覚
自
重
な
き
も
甚
だ
し
い
極
み
で
は
な
い
か
。
…
（
中

略
）
…
せ
め
て
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て
る
こ
の
濠
な
り
と
も
こ

れ
を
保
護
し
、
祖
先
の
事
業
を
尊
敬
し
、
子
孫
に
歴
史
と
年
代

（
�
）

の
美
を
残
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

有
島
は
市
区
改
正
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
東

京
・
町
の
改
造
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
古

く
か
ら
の
景
観
を
保
っ
て
き
た
江
戸
城
の
濠
を
埋
立
て
よ
う
と
す

る
行
政
の
動
き
に
対
し
て
強
く
反
対
し
、
濠
を
残
し
て
い
く
こ
と

は
祖
先
を
尊
敬
し
、
子
孫
に
文
化
を
伝
え
る
こ
と
と
も
述
べ
て
い

る
。
荷
風
は
自
身
の
文
章
で
、
有
島
の
意
見
に
対
し
て
、
共
感
の

思
い
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
市
区
改
正
」
と
は
、「
東
京
を
近

代
都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
の
計
画
と
し
て
明
治
一
〇
年
代

か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
八

月
、
勅
令
に
よ
っ
て
市
区
改
正
条
例
が
出
さ
れ
、
本
格
的
に
着
手

さ
れ
た
。
特
に
留
意
さ
れ
た
の
は
道
路
の
拡
張
で
、
こ
れ
に
よ
り

江
戸
時
代
よ
り
の
主
要
街
路
で
曲
り
く
ね
っ
て
い
た
所
は
殆
ど
直

線
街
路
に
改
造
さ
れ
、
山
の
手
と
下
町
を
結
ぶ
坂
は
な
だ
ら
か
に

な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
東
京
の
近
代
化
の
第
一
歩
で
あ
り
、

近
代
国
家
の
首
都
と
し
て
の
逃
れ
ら
れ
な
い
運
命
と
も
い
う
べ
き
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こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
江
戸
文
化
の
遺
跡
の
破
壊
は
お
お

う
べ
く
も
な
く
、
荷
風
に
と
っ
て
は
暴
挙
以
外
の
何
も
の
で
も
な

（
�
）

か
っ
た
」
と
さ
れ
る
東
京
大
改
造
の
こ
と
で
あ
る
。

時
事
新
報
で
の
有
島
の
発
言
は
一
九
一
四
年
五
月
一
六
日
、
こ

れ
に
賛
意
を
表
す
荷
風
が
文
を
成
す
の
は
五
月
二
二
日
、
素
早
い

対
応
で
あ
る
。
先
に
見
た
『
日
和
下
駄
』
の
「
第
四

地
図
」
で

の
市
ヶ
谷
外
濠
の
埋
立
て
工
事
の
記
述
は
、
一
九
一
四
年
九
月
発

（
�
）

行
の
『
三
田
文
学
』
五
│
九
が
初
出
で
あ
る
。
あ
る
い
は
有
島
の

論
を
読
ん
だ
荷
風
は
、
そ
の
場
所
に
足
を
運
び
自
身
の
目
で
現
状

を
確
認
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

荷
風
は
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
江
戸
を
歎
く
と
と
も
に
、
江
戸
を

守
ろ
う
と
す
る
運
動
に
も
目
を
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。「
わ
が

つ
と

東
京
の
風
景
並
に
老
樹
に
対
す
る
保
護
の
計
画
は
夙
に
農
科
大
学

の
学
者
を
始
め
有
志
の
人
に
よ
り
て
組
織
致
さ
れ
居
候
や
う
聞
及

び
居
候
共
従
来
の
形
勢
に
徴
し
て
一
向
其
筋
の
御
採
用
に
は
相
成

申
さ
ぬ
や
う
相
見
え
申
候
」
と
。
運
動
に
心
を
寄
せ
つ
つ
、
政
府

の
対
応
に
対
し
大
い
な
る
反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

こ
に
見
え
る
「
農
科
大
学
の
学
者
」
は
三
好
学
（
一
八
六
二

〜
一
九
三
九
）
で
あ
る
。
三
好
学
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
を
卒
業
し
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二

八
）
に
理
科
大
学
教
授
と
な
っ
た
。「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の

保
護
を
め
ぐ
る
座
談
会
」（『
文
化
財
保
護
法
制
定
前
の
文
化
財
の

保
護
を
め
ぐ
る
座
談
会
』
一
九
五
五
年
）
で
堀
切
善
次
郎
（
元
内

務
大
臣
）
は
「
天
然
記
念
物
の
植
物
の
関
係
で
は
、
た
と
え
ば
三

好
先
生
が
い
ろ
い
ろ
と
御
苦
心
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
」
と
証

言
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
村
寿
一
（
元
文
部
省
宗
教
局
長
）
も

「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
制
定
前
か
ら
、
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
保
存
運
動
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
内
務
省

の
神
社
局
長
を
し
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
井
上
友
一
法
学

博
士
、
そ
れ
に
徳
川
頼
倫
侯
、
三
好
学
先
生
、
黒
板
勝
美
先
生
、

ひ
ろ
し

原
熙
先
生
そ
れ
か
ら
戸
川
残
花
さ
ん
、
国
府
犀
東
さ
ん
な
ど
が
関

係
し
て
お
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

三
好
学
と
と
も
に
登
場
す
る
戸
川
残
花
（
安
宅
）
は
徳
川
頼
倫

が
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
に
創
設
し
た
南
葵
文
庫
の
主
任
を

務
め
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
川
残
花
は
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀

念
物
』
の
通
巻
五
〇
号
ま
で
の
編
集
発
行
責
任
者
を
務
め
た
人
物

で
も
あ
る
。
一
方
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
九
月
か
ら
一
九
一
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四
年
八
月
ま
で
の
南
葵
文
庫
へ
の
図
書
寄
贈
者
の
中
に
「
永
井
壮

吉
」（
永
井
荷
風
）
の
名
が
あ
り
、
早
く
か
ら
南
葵
文
庫
と
縁
が

（
�
）

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
あ
る
い
は
戸
川
を
通
し
て
も
史
跡
・
名

勝
・
天
然
記
念
物
の
保
存
運
動
の
一
端
を
荷
風
は
知
り
得
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

三
好
学
は
一
八
九
五
年
、
理
科
大
学
教
授
に
就
任
後
、
名
木
・

老
樹
の
保
存
に
力
を
尽
く
す
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）「
名

木
の
伐
採
並
に
其
保
存
の
必
要
」（
東
洋
学
芸
雑
誌
二
三
│
三
〇

一
）
を
初
め
と
し
て
、
名
木
・
老
樹
を
保
存
す
る
た
め
に
数
々
の

（
�
）

論
文
を
発
表
す
る
。

江
戸
時
代
以
来
の
名
木
が
暴
力
的
に
消
え
て
い
く
こ
と
を
歎
く

荷
風
は
、
名
木
を
保
護
し
後
世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
三
好
の

考
え
、
活
動
を
承
知
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
三
好
ら
の
名
木

を
保
存
し
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
が
政
治
に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と

に
対
し
て
、
荷
風
は
最
大
の
遺
憾
の
意
を
表
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

五

ま
と
め
に
か
え
て

文
壇
で
の
地
位
を
築
い
た
三
〇
代
の
荷
風
は
、
消
え
ゆ
く
江
戸

の
風
景
を
悲
し
み
、
歎
き
を
文
章
に
記
し
て
き
た
。
政
治
の
行
う

近
代
化
を
目
指
す
施
策
に
対
し
て
常
に
反
対
の
立
場
を
表
明
し
、

貫
い
て
い
た
。

政
治
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
と
り
続
け
た
荷
風
で
あ
っ
た

が
、
世
間
で
は
荷
風
の
立
居
振
舞
に
つ
い
て
、
現
実
の
抱
え
る
社

会
問
題
に
つ
い
て
は
背
を
向
け
て
い
た
と
の
評
が
あ
る
こ
と
も
冒

頭
で
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
荷
風
は
一
個
人
の
気
持
ち

の
中
で
の
み
消
え
ゆ
く
江
戸
を
悲
し
み
、
歎
い
た
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
運
動

が
自
身
の
周
囲
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
熟
知
し
、
こ
れ
に
共

鳴
、
賛
成
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
四
年

（
大
正
三
）
五
月
二
二
日
の
「
大
窪
だ
よ
り
」
で
の
発
言
こ
そ
が

荷
風
の
立
場
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。

史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
保
存
運
動
と
、
荷
風
と
の
関
係
を

確
認
し
、
私
の
得
た
荷
風
論
に
極
め
て
近
い
の
は
、「
荷
風
は
韜

晦
（
自
分
の
才
能
・
地
位
な
ど
を
包
み
隠
す
こ
と
│
伊
藤
）
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は
現
実
世
界
に
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
い
う
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で

― １２ ―



（

）

き
な
い
」
と
い
う
唐
木
順
三
の
言
で
あ
る
。

数
多
く
の
荷
風
論
が
あ
る
が
、
荷
風
と
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記

念
物
の
保
存
運
動
と
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る
論
を
知
ら
な
い
た

め
、
あ
え
て
小
文
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。

荷
風
に
親
し
み
、
研
究
し
て
い
る
方
た
ち
に
と
っ
て
は
、
私
の

読
み
は
的
を
射
て
は
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
許
し
願
い
た

い
。

六

お
わ
り
に

一
九
九
七
年
、
私
は
大
阪
市
教
育
委
員
会
に
職
を
転
じ
た
。
命

ぜ
ら
れ
た
仕
事
は
、
大
阪
市
に
お
い
て
市
の
文
化
財
保
護
条
例
が

な
い
た
め
、
こ
れ
を
制
定
す
る
準
備
、
仕
事
を
せ
よ
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
文
化
財
保
護
条
例
は
一
九
九
九
年
二
月
に
制
定
さ
れ
、

そ
の
年
の
七
月
か
ら
施
行
の
運
び
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
だ
っ
た
と
思
う
が
、
上
下
水
道
、
道

路
、
建
設
に
携
わ
る
技
術
職
員
に
対
し
て
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た

文
化
財
保
護
条
例
の
説
明
を
行
え
、
と
の
命
が
下
っ
た
。
文
化
財

と
い
う
と
、
建
造
物
や
仏
像
、
絵
画
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ

が
、
今
回
対
面
す
る
大
阪
市
の
職
員
は
、
大
地
に
働
き
か
け
る
、

大
地
を
掘
削
す
る
こ
と
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
仕
事
を

す
る
職
員
の
た
め
、
文
化
財
の
範
疇
に
は
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記

念
物
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
話
を
し
た
。
そ
の
際
に
、
永

井
荷
風
が
消
え
ゆ
く
江
戸
風
景
を
悲
し
む
文
章
を
多
く
残
し
て
い

る
こ
と
と
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物
を
保
存
し
よ
う
と
す
る

運
動
が
ほ
ぼ
同
時
進
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
私
は
気
づ
い

た
。そ

れ
か
ら
二
〇
年
以
上
を
経
た
今
日
、「
史
跡
名
勝
天
然
紀
念

物
保
存
法
」
が
制
定
さ
れ
た
一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
ま
で
に
荷

風
が
残
し
た
文
章
か
ら
、
運
動
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て
み

た
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）
秋
庭
太
郎
『
考
証
永
井
荷
風
』（
岩
波
書
店

一
九
六
六
年
）

一
九
六
頁
。

（
２
）
近
藤
富
枝
監
修
『
永
井
荷
風
の
愛
し
た
東
京
下
町
』（
日
本

交
通
公
社

一
九
九
六
年
）
四
頁
。

（
３
）
川
本
三
郎
「
孤
独
と
い
う
隠
れ
家
の
発
見
」
二
〇
〇
一
年
初

出
（『
荷
風
好
日
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年
所
収

一
〇

頁
）。

（
４
）
森
ま
ゆ
み
「
解
説

鷗
外
と
荷
風
」（『
鷗
外
先
生
│
荷
風
随
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筆
集
』
中
公
文
庫

二
〇
一
九
年

三
〇
七
頁
）。

（
５
）
『
有
島
生
馬
全
集
』
三
巻
（
改
造
社

一
九
三
三
年
）
三
七

六
〜
八
三
頁
。

（
６
）
日
本
近
代
文
学
大
系
２９
『
永
井
荷
風
集
』
補
注
（
日
和
下

駄
）
一
〇
五
（
角
川
書
店

一
九
七
〇
年
）。

（
７
）
旧
版
『
荷
風
全
集
』
一
三
巻
「
後
記
」（
岩
波
書
店

一
九

六
三
年
）
四
一
〇
頁
。

（
８
）
川
本
三
郎
『
荷
風
と
東
京
（
上
）』（
岩
波
現
代
文
庫

二
〇

〇
九
年
）
一
六
六
頁
。

（
９
）
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
「
三
好
学
年
譜
」

（
二
〇
二
〇
年
）。

（
１０
）
唐
木
順
三
「
文
人
と
し
て
の
永
井
荷
風
」（
初
出

一
九
五

九
年
『
唐
木
順
三
全
集
』
五
巻

筑
摩
書
房

一
九
六
七
年

二
八
五
頁
）。

〔
参
考
文
献
〕（
刊
行
順
）

一
九
二
六
年

三
好
学
『
天
然
紀
念
物
解
説
』
冨
山
房

一
九
二
九
年

三
好
学
「
渡
瀬
庄
三
郎
君
を
想
ふ
」『
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
』
四
『
随
筆
学
軒
集
』（
一
九
三
八
年
）
所
収

一
九
三
六
年

三
好
学
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
事
業
の
由

来
」『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
一
『
随
筆
学
軒
集
』（
一
九

三
八
年
）
所
収

一
九
五
五
年

文
化
財
保
護
委
員
会
『
文
化
財
保
護
法
制
定
前
の
文

化
財
の
保
護
を
め
ぐ
る
座
談
会
』

一
九
六
〇
年

文
化
財
保
護
委
員
会
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』

一
九
八
二
年

田
中
琢
「
遺
跡
遺
物
に
関
す
る
保
護
原
則
の
確
立
過

程
」『
考
古
学
論
考
』
平
凡
社

一
九
八
六
年

稲
田
孝
司
「
遺
跡
の
保
護
」『
岩
波
講
座
日
本
考
古

学
』
七

岩
波
書
店

一
九
九
一
年

高
木
博
志
「
史
蹟
・
名
勝
の
成
立
」『
近
代
天
皇
制

の
文
化
史
的
研
究
』（
一
九
九
七
年
）
所
収

一
九
九
九
年

田
中
琢
「
世
界
と
日
本
の
文
化
財
」『
秋
田
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
四
号

二
〇
〇
二
年

鈴
木
良
「
近
代
日
本
文
化
財
問
題
研
究
の
課
題
」

『
文
化
財
と
近
代
日
本
』
山
川
出
版

二
〇
〇
三
年

丸
山
宏
「『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
の
潮
流
│
保

存
運
動
へ
の
道
程
」『
復
刻
版
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
不
二

出
版

二
〇
〇
八
年

高
木
博
志
「『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
昭
和
編
・

解
題
」『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』〈
昭
和
編
〉』
不
二
出
版

二
〇
〇
九
年

岩
淵
令
治
「『
江
戸
史
蹟
』
の
誕
生
│
旧
幕
臣
戸
川

残
花
の
軌
跡
か
ら
│
」『
文
人
世
界
の
光
芒
と
古
都
奈
良
』
思

文
閣
出
版

― １４ ―


